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The ldeologies 01 J.αrpanese Tea: 





















































転して茶道と権力に焦点を移し文化 国家との関係を分析し、文化としての茶道がどのようにし 戦争時の国家権力と結びついていくかに焦点があ られる。a 
文化・茶道・花・桜・美しい・散る・はかない・命・死・戦争・国家

















































































ては、茶道の教義の影響、そしてこれによる日本人の伝統への回帰が家元制度を支えている し さらに現在の裏千家家元制度 国際的な成功に焦点をあてる。千家茶道の家元制度は、江戸時代に創設されたもので、茶道の流派の
































































































の本』からの著者の反応、か、ここに反映している点は興味深い。著者は、異文化理解と平行して国家権力への追及をこの本の底辺においており、その点から分析する「生」と「死」につい の彼の解釈は過激であり一方的であるとも思える。第一章で見られる平和的な茶の世界は、第二章から 転して冷酷な戦争へのかかわりへの分析として変化する。この急激な表現法は、異文化を理解しようとする読者にとっては刺激的であり、その後の展開 期待される となり、読者の興味は増す。それも読者をひきつける著者の戦略とも思える。しかし伝統として日本人の心の奥底に存在する日本人らしさが、著者





るが、どこまで主張が可能であり、どこで異文化と融合すれば い か。このように異文化の充分な理解は手探り状態である。しかしこ がまさ
に異文化理解であり、これからますます重要な問題として取り上げられるようになるであろう。
以上伝統文化の茶道が外国でどのように理解されているのか、またどのようなきっかけで彼らが異文化を学ぶのか、という疑問に対して考えてきたが、まず茶道の異文化理解については、外国人の視点から茶道の二面的解釈を生みだし、そこか 強引とも思える異文化分析を行ったという点で斬新であり、また異文化学習のきっかけが、日本の動乱期であ
る明治維新を背景とするコンフリクトの中で、西洋 強く意識して書かれた岡倉天心の『茶の本』であ ところから、西洋人である著者がどのように『茶の本』から異文化としての日本を捉えようとしたのか その反応が伝わってくる点は興味深い。さらにその の過程では読み進める中で具体的な例を挙げながら 外国人 視点を明らか して異文化摩擦を解決してい 様子 、読者にも共に実感できると納得させる、説得力のある言葉 表現しているところ等、これら三点から考えてみてこの本は一読す 価値のある本だといえる。
253 一書評
